
日

、

i  k  i S  i  l  v  e  r T O y o h a s lt i

高師緑地公園班

公
園
清
掃
業
務
に
つ
い
て

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
向
山
緑
地
公
園
、
大
池
公
園
、

幸
公
園
な
ど
市
内
２‐
力
所
の
公
園
の
清
掃
及
び
除

草
、
低
木
刈
込
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
今
年
の
４
月
よ
り
新
た
に
受
注
し
た
高
師
緑

地
公
園
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

高
師
緑
地
公
園
班
は
除
草
班
の
山
□
班
と
、
福
岡
、

栄
、
中
野
、
磯
辺
、
高
師
、
芦
原
の
６
校
区
の
地
域

班
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
毎
週
本
曜
日
の
午
前
中
に

清
掃
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
、将
来
的
に
公
園
業
務
は
地
元
校
区
の

「地
域
班
」

で
行
う
事
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
先
駆
け
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
６
月
１６
日

（本
）
は
、

朝
か
ら
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
清
掃
作
業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
と
て
も
広
い
公
園
な
の
で
、
大
変
ご
苦
労
な

こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

除
草
作
業

（手
取
り
・機
械
刈
）
や
剪
定
作
業

を
希
望
す
る
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

作
業
を
希
望
す
る
会
員
は
事
務
局
担
当
者
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

除
草
作
業
担
当

・
鈴
木
　
利
明

剪
定
作
業
担
当

。
小
林
　
雅
亮

個
人
情
報
の
正
確
性
に
努
め
て
い
ま
す

住
所

畠
電
話
番
号

・
配
分
金
振
込
先
の
変
更
が
あ

り
ま
し
た
ら
必
ず
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
■
●

―

、

譲り合う 持ちの余裕で事故

平成28年度交通安全標語

安全はこれで良しと言わずに再
平成28年度安

Ol いさいきシリしバー豊橋



た時総会開く

匁 辟|

去
る
６
月
９
日

（本
）
午
後
１
時
か
ら
豊
橋
市
公
会

堂
に
お
い
て
定
時
総
会
が
１
，
０
０
９
名

（内
書
面
表

決
者
５
３
８
名
、
委
任
状
提
出
者
６６
名
を
含
む
）
の
会

員
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
本
地
震
義
援
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

３
１
，
４
１
４
円
を
豊
橋
善
意
銀
行
に
寄
付
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
野
田
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、

酒
井
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
当
セ
ン
タ
ー
の
表
彰
基
準

に
基
づ
き
、
顕
彰
に
移
り
ま
し
た
。

―
―
酒
井
会
長
挨
拶
要
旨

今
年
度
も

「２
増
１
減
」
に
心
が
け
ま
し
き
つ
。

「２

増
」
と
は
、
会
員
数
と
就
業
機
会
を
増
や
す
こ
と
で

す
。
５
年
間
会
員
数
と
事
業
収
入
の
両
方
が
増
加
し
て

い
る
セ
ン
タ
ー
は
少
な
く
、
愛
知
県
下
で
は
豊
橋
市
が

ト
ツ
プ
で
す
。
ま
た

「１
減
」
と
は
、
事
故
を
減
ら
す

こ
と
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
交
通
安
全
へ
の
取
組
活
動

に
つ
い
て
は
、
事
故
防
止
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
愛
知
県
警
察
本
部
長
よ
り
感
謝
状

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
２
年
目
を
迎
え
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度
は

「空
き
家
の
適
正
管
理
に
関

す
る
協
定
」
を
市
と
締
結
し
、
第
１
回
の
調
査
結
果
を

ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
健
康
に
は
十
分
気
を
付
け
て
、

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
事
業
所
６
団
体
、
個
人

の
７
名
の
他
、
会
員
の
１５
年
表
彰
、

１０
年
表
彰
、
５
年

表
彰
、
役
員
表
彰
な
ど
３３
名
ヽ
ま
た
安
全
標
語
の
部
で

優
秀
作
品
の
表
彰
、
無
事
故
表
彰
の
１９
班
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
の
豊
橋
市
長

畠
豆
橋
市
議
会
議

長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
田
理
事
の
司
会
の
も
と
、
酒
井
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
議
案
審
議
に
入
り
、
平
成
ν
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
の
承
認
、
定
款
の
一部
変
更
に
続
い
て
平
成
ν

年
度
収
支
補
正
予
算
、
平
成
“
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
の
報
告
が
事
務
局
か
ら
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場

一致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
理
事
の
閉
会
挨
拶
で
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
掲
げ
る
基
本
理
念

「自
主
・自
立
、
共
働
・

共
助
」

の
も
と
次
の
８
項
目
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

①
多
様
書
就
業
機
会
の
確
保
及
び
組
織
的
提
供
の
促
進

②
豊
橋
市
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
業
務
の
充
実

③
有
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

④
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
取
組
強
化

⑤
就
業
に
関
す
る
調
査
研
究
及
び
相
談
事
業
の
充
実

⑥
事
業
活
動
の
周
知
促
進

⑦
知
識
及
び
技
能
の
付
与

・
就
業
の
質
の
向
上

０
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
安
全

・
適
正
就
業
の
徹
底

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
７
７
名
の
方
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
会
員
の
皆
様
が
、
多
く
の
趣

味
や
熟
練
し
た
特
技
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

同
好
会
に
は
２０
件
も
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、

主
に
は
左
記
の
よ
う
な
集
計
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

力

‐６

会
員
の
皆
様
は
健
康
志
向
の
同
好
会
を
希
望
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
上
位
４
件
を
取
り
上
げ
、
同
好
会
設

立
を
目
指
し
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
皆
様
奮
っ
て
ご

参
加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

カラオケ
20名 (11%)

ボウリング
10名 (6%)

釣り
=旅

行ぢ
35名

.(20%

グランドゴルフ
17名 (10%)

希望同好会
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|~~II三 二
今月掲載

菫
掲載済み

警

響

了
こ
う
ほ
う

好

蜂

喜

一ツ
バ
チ
が
運
ぶ

人
と
の
繋
が

り

近
藤

昭

会
員
（多
米
校
区
）

．
鼈
鰺
鬱

今
回
は
多
米
校
区
で
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
捕
獲
・飼
育
・

採
蜜
を
趣
味
で
楽
し
ん
で
い
て
、
セ
ン
タ
ー
で
は
蜂
の

巣
駆
除
班
で
活
躍
す
る
近
藤
さ
ん
を
紹
介
し
ま
．す
。

そ
も
そ
も
日
本
に
は
、
在
来
種
で
野
生
の
ニ
ホ
ン
ミ

ツ
バ
チ
と
∃
―
ロ
ツ
パ
で
品
種
改
良
さ
れ
、
明
治
時
代

に
輸
入
さ
れ
た
家
一畜
の
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
の
２
種
類

が
生
患
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
流
通
す
る
蜂
蜜
の
殆
ど

が
セ
イ
∃
ウ
ミ
ツ
バ
チ
の
も
の
で
、
そ
の
約
９３
％
が
輸
入

品
、
約
７
％
が
国
産
品
で
す
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
蜂

蜜
は
極
端
に
少
な
く
、
手
に
入
れ
る
の
は
困
難
で
、
希

少
価
値
が
あ
り
ま
す
。

飼
育
に
用
い
る
巣
箱
は
、
重
箱
の
よ
う
に
段
を
増
や

せ
る
も
の
で
、
巣
箱
の
管
理
を
し
や
す
く
す
る
た
め
、
市

販
の
も
の
で
は
な
く
、
手
作
り
で
す
。

野
生
の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
捕
獲
す
る
に
は
、
女
王
蜂

の
よ
う
な
フ
エ
ロ
モ
ン
を
出
す
東
洋
ラ
ン
の
一種

「キ
ン
リ
∃

ウ
ヘ
ン
」
の
花
を
使
用
し
、
ミ
ツ
バ
チ
の
分
蜂
が
始
ま
る

４
月
上
旬
頃
に
花
が
咲
く
よ
う
育
て
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
仕
事
と
し
て
の
蜂
の
巣
駆
除
、
趣
味
と
し
て

の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
と
の
付
き
合
い
方
を
伺
い
ま
し
た
。

「人
間
が
食
べ
る
農
作
物
の
多
く
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
蜂
の
巣
駆
除
は
大

変
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す
が
、
困
っ
て
い
る
人
の
手
助

け
と
な
り
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
自
分
の
心
の
支

え
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境

の
豊
橋
を
活
か
し
て
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
ハ
チ
の
愛
好
家
を

増
や
し
て
い
く
な
ど
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
ハ
チ
と
向
き
合
う

活
動
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

去
る
６
月
５
日

（日
）
に
豊
橋
ま
ち
な
か
歩
行
者
天

国
で
竹
炭
７
品
日
、
竹
細
工
９
品
目
の
販
売
を
竹
炭

・

竹
細
工
班
会
員
６
名
で
午
前
１１
時
か
ら
‐４
時
ま
で
行
い

ま
し
た
。
季
節
的
に
水
鉄
砲
コ
ー
ナ
ー
が
非
常
に
人
気

が
あ
り
、
子
供
達
と
会
話
し
を
が
ら
楽
し
く
過
ご
せ
ま

し
た
。
今
後
も
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
竹
炭
及
び
竹
細
工
の
展
示
販
売
を

牟

呂

高

齢

者

活

動
セ
ン
タ
ー
内
の

就
業
相
談
室
で
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま

た
、

竹

炭
、

竹
細
工
に
興
味
が

あ

る

方
、

是

非

我

々
と

一緒

に
製

造
、

販

売

を

楽

し
み
ま
し
さ
つ
―

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

７
月
岬
日

・
‐８
日

の
２
日

間
、
豊

橋

総
合
動
植
物
公
園

に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た

「
の
ん
ほ
い
パ
ー

ク
フ
ア
ン
感
謝
デ
ー

＆
産
直
フ
エ
ス
テ
イ

バ
ル
」
に
カ
ブ
ト
ム

シ
班
と
竹
炭

・
竹
細

工
班
が
出
店
し
ま
し

た
。
開
店
後
は
す
く
に
人
だ
か
り
と
な
り
、
カ
ブ
ト
ム

シ
の
触
れ
合
い
コ
ー
ナ
ー
は
、
子
供
た
ち
に
大
人
気
で

し
た
。
ま
た
、
竹
炭
・竹
細
エ
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
水
鉄
砲

ゴ
ム
鉄
砲
等
が
行
列
と
な
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

就
業
相
談
日
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
．肛

蜃
ギ

「な
か
な
か
仕
事
が
な
い
」
「仕
事
に
悩
ん
で
い
る
」

な
ど
仕
事
に
関
す
る
こ
と
は
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
員
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
　
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
か
ら
‐２
時
ま
で

■
場
　
所
　
セ
ン
タ
ー
ー
階
就
業
相
談
室

会
費
納
入
の
お
願
い

平
成
２８
年
度
会
費
未
納
の
方
は
至
急
納
入
お
願
い

し
ま
す
。
天
西
費
納
入
し
た
か
や
あ
？
」
と
い
う
方
は
、

お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
納
入
方
法

①
事
務
局
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
豊
橋
信
用
金
庫
振
込

（会
費
専
用
振
込
用
紙
は
手

数
料
無
料
）
Ａ
丁
Ｍ
は
手
数
料
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

■
振
込
先

炉
不
毒
喘
社
団
法
人
豊
橋
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

かわら版掲載状況
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員
紹
介

・
事
務
局
長

―
―
‐

ｏ
事
務
局
次
長
―
―

・
業
務
第

一
係
長

‐

・
業
務
第
二
係
長

‐

・
業
務
第

一
係
主
任

・
業
務
第
二
係
主
任

・
業
務
第
二
係

，

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

・
就
業
機
会
創
出
員

・
就
業
機
会
創
出
員

・
事
務
員

・
事
務
員

・
事
務
員

・
事
務
員

・
牟
呂
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー
職
員
―
‐

・
牟
呂
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー
兼

石
巻
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー
職
員
―
‐

・
仁
連
本
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
―
‐

ｏ
高
師
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
―
―
‐

・
大
岩
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
―
―
‐

・
石
巻
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員

―
―
‐

・
下
地
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
晏
―
―
‐

小
澤

節
子

０

大
竹

英
文

②

鈴
木
　
英
貴

０

羽
田
野
太
郎

０

牧
野
健
太
朗

０

鈴
木
　
利
明

０

小
林
　
雅
亮

０

，‐
長
岡
　
孝
昌

０

１
井
上
　
義
昭

０

河
含
　
美
雪

⑩

白
井
　
正
行

①

中
尾

宏
樹

⑫

高
橋

由
乃

⑬

高
田

一云
恵

０

伊
藤

真
代

①

飯
田

　

恵

⑩

彦
坂
真
奈
美

Ｏ

敏
和

①

好
光

⑩

有

一
④

圭
子

④

文
雄

⑫

廣
昭

④

〓一一
・攀
・饒
・・・・
０

浅 興 榎 伊 伊 武
川 津 本 藤 藤 内

会長 酒井 通弘

舞聾

交
通
安
全
活
動
へ
の
取
組
み
に
よ
る
感
謝
状

愛
知
県
警
察
本
部
長

よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の

長
年
に
わ
た
る
交
通
安

全
活
動

へ
の
取
組
み
に

対
し
て
、
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
会
員
の
皆

さ
ん
、
役
職
員
共
々
、

継
続
し
て
取
り
組
み
ま

し
よ
つヽ
。

第
鍋
回
豊
橋
み
な
と
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
（表
彰
対
象
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

今
年
も
１１
月
６
日
（
日
）
に
豊
橋
み
な
と
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ス
タ
ッ
フ

とヽ
し
て
協
力
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
マ
ラ
ソ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

●
平
成
２８
年
１１
月
６
日
（日
）
概
ね
８
時
か
ら
‐２
時
ま
で

場
所

■
豊
橋
市
総
合
体
育
館
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

内
容

●
荷
物
預
り
所
管
理
、ゴ
ー
ル
地
点
で
の
ド
リ
ン
ク
等
配
付

募
集

・
５０
名

（先
着
順
）

参
加
希
望
の
方
は
、

１０
月
７
日
（金
）
ま
で
に
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｉ

纏

す
一・
１
・
■

配
分
金
支
払
日
の
お
知
ら
せ

９
月
分
…
１０
月
岬
日
（月
）

・
１０
月
分
…
１１
月
１５
日
（央
）

・
１１
月
分
…
纏
月
１５
日
（本
）

‐２
月
分
…
１
月
∞
日
（金
） 鸞
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